「考える」コラム集　改訂版　簡単マニュアル

　このコラム集は、ビジネス基礎・ビジネス経済・ビジネス経済応用の授業の中で、あるいは商業の授業の中の10分程を使って、生徒に「考え」させ、自主性や前向きさ、道徳観、倫理観を育てる１つのきっかけとして活用していただくために制作したものです。１週間に１回は使っていただけるよう、37本あります。

　以下、簡単な解説等です。内容、使用方法などについて、忌憚のないご意見をいただき、改善を行い、更に使いやすいものにしたいと思っています。

①　おおまかな内容　と　【科目・大項目との対応】

1～17は、悩みや苦しみから逃げず前向きに、目標を持って自ら前進してほしい、チームのリーダーシップや自分の役割を果たしてほしい、商業高校生として気遣い・心遣いのできる生徒になってほしい、そんなメッセージを込めたコラムです。

【ビジネス基礎：(1)商業の学習ガイダンス

　(2)ビジネスとコミュニケーション】

	1  学ぶにあたって

2　たすけあいかさ

3　「働く」ということ
4  どん底から這い上がる

5  特別なことではない

6  心からのあいさつ

7  支えてもらって支える

8  心がけひとつ
9  小さいうれしいことをふくらませていこう

10  寅さんの人生哲学

11  自分だけのものをつくれ！

12  夢みることができるなら、それは実現できる

13  良い仕事につく方法

14  簡単なことを繰り返す

15  長寿の人の共通点

16  「凶」という字が表す意味

17  「ウサギとカメ」の話

18  人は追い込まれたときに・・・


19～25は近江商人についてです。近江商人の心得（理念）などを知ると同時に、ビジネスをする上で大切な心構えを感じてくれるといいと思います。

【ビジネス基礎：(1)商業の学習ガイダンス

　(2)ビジネスとコミュニケーション

　(4)経済と流通の基礎

　ビジネス経済応用：(4)企業経営　】

	19  三方よし
20  押込隠居（押し込め隠居）

21  陰徳

22  正直

23  損して得とれ

24  堪忍

25  始末

26  奢者必不久（奢るもの久しからず）


27、28は渋沢栄一の行い、考えについてです。渋沢栄一という実業家がいたこと、その思いを知ってほしいと思います。

【ビジネス基礎：(1)商業の学習ガイダンス

　(2)ビジネスとコミュニケーション

　(4)経済と流通の基礎

　ビジネス経済応用：(4)企業経営　】

	27  渋沢栄一の決意

28  争うということ


29～37では、働くということはどういうことか、一人間として、一企業人として、プロとしてどうあるべきかを考えてほしいと思います。

【ビジネス基礎：(1)商業の学習ガイダンス

　(2)ビジネスとコミュニケーション

　(4)経済と流通の基礎

　ビジネス経済応用：(4)企業経営　】

	29  一流

30  地震が起こったときに

31  新商品を見て一言

32  現在与えられた仕事

33  「代金は後日に」の温かさ

34  四つ葉をプレゼント

35  地域をごみ拾い

36  社員の幸せ

37  パトカー出動


②個々の内容について（必要のあるものだけ記載）

ページ数　コラム題名　解説
1 学ぶにあたって

　高校に入学した理由や親に感謝することを考えさせたい。
2 たすけあいかさ

　ボランティア活動の素晴らしさだけでなく、人を助けること、助けてもらうことについて、自分の現在の生活であったことは何か、今後何ができるかなどを掘り下げたい。

3　「働く」ということ
　働くということは、ただお金を稼ぐだけのものなのか。やりがいや仕事の楽しさや普段の仕事が知らぬ間に感謝されたりするということが伝えたい。
4　どん底から這い上がる
「これ以上落ちないんだ」というところでこれからは上がることだけ考えればいいという切り替えができることを考えて欲しい。
5　特別なことではない

6　心からのあいさつ

あいさつはとても大事なことである。ただ、心を込めてあいさつをしているだろうか。ただ、あいさつをするだけではないことを考えて欲しい。
7　支えてもらって支える

　人は支えあいながら生きている。そのことと共に読書の大切さも訴えたい。

8　心がけひとつ

　
9　小さいうれしいことをふくらませていこう

10　寅さんの人生哲学　

11  自分だけのものをつくれ！

　学習や部活動などでなかなか結果が出ない生徒へ、誰でも、どんな部でも、最初から結果が出ていたわけではない。人は、その栄光の結果に「憧れ」を抱き、そうなりたいと思うが、その結果を出すまでの過程の工夫や努力に「憧れ」を抱いているわけではない。その過程の工夫や努力を地道に頑張ることに意義があるのではないか。

12  夢みることができるなら、それは実現できる

　夢を持って欲しい。目標を持って欲しい。それをかなえる、達成するには強い意志を持って継続し努力することが大切である。

13  良い仕事につく方法

　人との出会いを大切にして欲しい。人からの指導や助言を素直に聞ける人になって欲しい。将来、「その言葉」ではなく、「その人の言葉」だから、きいてみようと思える人になって欲しい。

14  簡単なことを繰り返す

　基礎基本の大切さを知って欲しい。

15  長寿の人の共通点

　友人の大切さと、本当の友情について考えさせたい。

16  「凶」という字が表す意味

　現在の悩みや自分がつらいと感じている状況を打破し、前向きに頑張って欲しい。

17  「ウサギとカメ」の話

　問題に対する解答は一つでなない。多方面から考察し、自分の考えを持つことが大切である。また人の価値観はそれぞれである。それを知り、人との違いを認め合うことも大切である。

18　人は追い込まれたときに・・・  

部活動の試合などで追い込まれたとき状況下で今までにない力が発揮できたりすることがある。それは普段の練習や経験を信じることを考えて欲しい。
19  三方よし

商売をする目的が、売り手・買い手のためだけではなく、社会全体にとって良いものであるべきという近江商人の基本理念をおさえる。

「世間によし」とは、商売によって地域の経済活動を活発にすることや、商売で儲けた利益で社会貢献活動をすることを言う。「世間によし」の理念に基づいた現代の企業の活動について、他にどのようなことがあるか考えさせたり、インターネットで調べさせたりすると良い。近江商人については19～25のコラムに続くので、最初に学習すると良い。

20  押込隠居

　同族経営は独裁的な性質があり、他の従業員が意見を言いにくい状況があるため、不祥事を発生させる要因に挙げられる。こういった不祥事は大きな問題になってから内部告発で発覚し、企業の存続が危ぶまれるほどの問題となる。船場吉兆における産地偽装（鹿児島産牛肉を但馬牛とした）などがその一例。

21  陰徳

具体的な社会貢献活動をインターネットなどで調べられるとよい。自動車関連会社の多くは砂漠やアマゾン緑化運動に取り組んでいる。身近な企業の例としては、株式会社バローが部活動や大学進学者に対して奨学金を給付している。

企業の信用は、顧客を満足させる製品やサービスを提供したり企業の情報を公開したりすることだけではなく、慈善事業の取り組みや環境問題への配慮を行うことでも得ることができる。

22　正直

　デパートのレストランからはじまった産地偽装や食品偽装などの問題だが、いまや大きな社会問題になっている。これらのニュースを取り入れて説明すると良い。なぜ、このようなことを行ってしまったのか考えさせる。法律に定められていないことでも、自制をして正直に経営を行うことの大切さを伝える。

23　損して得とれ

　顧客を大切にすることで、顧客に信頼される企業になるということ。生徒は「顧客に恩を着させて商売をすると儲かる」と受け取りがちなので、注意をする。高く売ることができるのにしなかった近江商人の行動から、倫理観や商道徳を学ばせる。

24  堪忍

商人が北陸地方からいなくなり、商品が無くなって困っていた人々は近江商人に感謝した。また顧客を独占できた近江商人は、それによって大きな利益を得ることができた。つまり、顧客満足が企業を繁栄させたことになった。このように、近江商人は苦境に立たされても、顧客のことを一番に考え、あきらめなかったことで、苦境をチャンスに変えることができた。

25　始末

26　奢者必不久

　大企業としての奢りを持っていると、不祥事を起こす可能性がある。常に謙虚な経営をしていくことが大切なのである。

27  渋沢栄一の決意

28  争うということ

渋沢栄一。実業家であり、約470社もの企業の創立、発展に貢献した。また経済団体を組織し、商業学校を創設するなど実業界の社会的向上に努めた。

1840年、農家の生まれ。農業、武士、官僚と様々な経験をし手腕を発揮する。1875年第一国立銀行の頭取となる。ここを足がかりに、日本の未来に必要な企業も、自らが中心となって順次設立する。

　彼が関わった会社は、抄紙（しょうし）会社（のちの王子製紙）、東京海上保険会社（のちの東京海上火災）、日本郵船、帝国ホテル、東京電灯会社（のちの東京電力）、日本瓦斯（ガス）会社（のちの東京ガス）、札幌麦酒会社（のちのサッポロビール）、日本鉄道会社（のちのＪＲ）など、470社。さらに東京商法会議所（のちの日本商工会議所）や、東京株式取引所（のちの東京証券取引所）設立にも中心的な役割を果たし、まさしく「日本資本主義の父」「実業界の父」と呼ばれるにふさわしい活躍を続けた。
29  一流　
何か素晴らしいことが１回できることが一流なのではなく、それを続けていくことが本当の一流であるという考え。久石譲が参考にした音楽家は「クイシー・ジョーンズ」である。

30  地震が起こったときに

31  新商品を見て一言

32  現在与えられた仕事

　本田宗一郎、松下幸之助の言葉から、働くということはどういうことか、また一企業を経営し発展させた経営者の考えの深さを知って欲しい。

33  「代金は後日に」の温かさ

34  四つ葉をプレゼント

35  地域をごみ拾い

36  社員の幸せ

37  パトカー出動
　働くということは、勤務時間内、与えられた業務をこなし、給料をもらうことだけではない。

企業の社会的責任（ＣＳＲ：Corporate Social Responsibility）とは、企業が利益を追求するだけでなく、企業活動が社会に与えるあらゆる影響に責任を持つことである。積極的に情報を公開する（ディスクロージャー）、法令を守り法令に従った事業活動の展開をする（コンプライアンス）、事業活動と雇用環境をよりよいものにする、環境への取組みをする、文化･芸術活動支援を行う（メセナ）、慈善活動を行う、など様々なことを行うことが、ＣＳＲを果たすことである。その企業の方向性は、経営者が決定するが、経営者の決定を動かしていくのは、社員１人１人の行動であるとも言える。１企業人としてどうあるべきか、どうしていくべきかを考えて欲しい。

2

